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トリ層状核(NL)神経細胞はシナプス入力の同時検出器として働き，両耳に到達する音の時間差(両耳間時間差：ITD)を検出することにより音源定位に関わる．NLには音の周波数に対応した機能局在があり，ITDは特徴周波数(CF)毎のNL細胞により検出される．本研究では，ヒヨコを用いてNLの機能解析をCF領域毎に行うことにより，音源定位の神経回路機構を明らかにすることを目指す．前年度は主にin vivoでの実験により，抑制性神経回路がCFと音圧に依存してITD検出を最適化するしくみとして働くことを明らかにした．一方，これまで申請者はNL細胞の軸索におけるNaチャネル分布がCFに応じて異なり，高CF領域の細胞ほど細胞体から離れていることを報告している．

　本年度はその機能意義を電気生理学的と計算論的に検討した．NLの高CF領域の細胞では高頻度のシナプス入力によって大量のNaイオンが流入し細胞体に蓄積すると考えられ，高CF領域の細胞でNaチャネルが細胞体から離れて分布することは， この細胞体に蓄積したNaイオンが活動電位の発生に影響を及ぼすことを防ぐためだと予想される．まず，高濃度のグルタミン酸（10mM）を細胞体へ圧投与することにより細胞体へ大量のNaイオンを流入させ，そのNa電流と活動電位に対する効果を検討したところ，両者はグルタミン酸投与により抑制された．しかしながら，その効果は高CF領域の細胞では低CF領域の細胞に比べて小さく，このことは軸索におけるNaチャネルの細胞体からの距離が両者で異なることによる可能性が示唆された．さらに，コンピューターシミュレーションにおいても，Naチャネルが細胞体の近くにある場合（0  µm ）には，細胞体のNa イオン濃度上昇（20mM）は高頻度入力に対する活動電位発生を顕著に抑制することが分かった（図）．

　来年度はさらに，光学的手法により高頻度シナプス入力およびグルタミン酸局所投与による樹状突起，細胞体や軸索でのNaイオン濃度変化を詳細に計測することにより，さらに上記仮説を検証する予定である．
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	図）細胞体におけるNaイオン濃度上昇の 高頻度シナプス入力（90 nS，3 kHz）に対する活動電位発生に対する効果．Naチャネル分布の長さ，25 µm；細胞体からの距離，0 µm．























